
８月 27 日、下館総合体育館（上
かみ

平
ひら

塚
つか

）を会場に、筑西市誕生１周
年記念事業「ＮＨＫのど自慢」の公開生放送を行いました。応募
1,200 組の中から選ばれた出場者 20 組が、全国に向けて自慢のの

・

ど
・

を披露。また、ゲストの島倉千代子さんと氷川きよしさんの歌
声に、会場は大いに盛り上がりました。［詳細は２・３ページ］
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２

のど自慢がやって来た
８月 27 日、筑西市誕生１周年を記念して『ＮＨＫのど自慢』
の公開生放送を行いました。予選を通過した出場者 20 組が
熱唱。番組を通じて、筑西市の魅力を全国に発信しました。

筑
西
市
の
紹
介
映
像
を
撮
影

　

８
月
18
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が

市
内
を
巡
り
、
番
組
冒
頭
で
流
れ
る
市
紹

介
映
像
の
撮
影
場
所
を
決
定
。
22
日
に
は
、

撮
影
ス
タ
ッ
フ
が
訪
れ
、
あ
け
の
ひ
ま
わ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
や
梨
の
収
穫
風

景
、
ア
ル
テ
リ
オ
に
飾
ら
れ
て
い
る
御
輿

な
ど
を
撮
影
し
ま
し
た
。

宮
本
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
市
内
を
取
材　

　

生
放
送
前
日
の
26
日
午
前
中
、
司
会
の

宮
本
隆
治
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
放
送
に
備

え
て
筑
西
市
を
知
る
た
め
事
前
取
材
。
梨

農
家
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

２
５
０
組
が
参
加
し
て
予
選
会　

　

26
日
午
後
、
本
番
同
様
に
舞
台
が
組
ま

れ
た
下
館
総
合
体
育
館
で
予
選
会
を
開
催
。

は
が
き
に
よ
る
申
込
み
の
あ
っ
た
約
１
，

２
０
０
組
の
中
か
ら
、
抽
選
で
選
ば
れ
た

２
５
０
組
が
出
場
し
ま
し
た
。
午
後
１
時

に
始
ま
っ
た
こ
の
予
選
会
、
全
員
が
歌
い

終
わ
っ
た
の
は
６
時
で
し
た
。

い
よ
い
よ
迎
え
た
生
放
送
当
日

　

生
放
送
当
日
の
27
日
、
下
館
総
合
体
育

館
前
に
は
、
午
前
11
時
の
開
場
を
待
ち
き

れ
な
い
観
覧
者
１
，
８
０
０
人
に
よ
る
、

長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
放
送
直
前
に

は
、
主
催
者
と
し
て
冨
山
省
三
市
長
が
あ

い
さ
つ
。
そ
し
て
午
後
０
時
15
分
、
鐘
の

音
と
と
も
に
生
放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
』
が
放
送
さ
れ
る
ま
で

舞
台
裏
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

筑西市の紹介映像を撮影予選会には 250 組が参加

藤ケ谷の梨農家を取材する宮本アナウンサー

開場時間が待ちきれませんあいさつする冨山省三市長



３ のど自慢がやってきた

ユニークな衣装で『麦畑』を歌った村井正和
さんと美紀さん夫妻（桜川市）。特別賞を受賞。

チャンピオンとなった大谷明さん（本城町）は、
市内で電気店を経営。家族旅行の思い出の曲『ふ
りむけば日本海』を歌い上げました。

特別賞を受賞した秋山勝さん（小栗）。「筑波お
ろしも～」で始まる氷川きよしさんの曲『番場
の忠太郎』を歌いました。95 歳になる秋山さん
の健康の秘訣は「よく噛んで食べること」。

「恋の酒」を歌い、見事に鐘を３つ
鳴らした倉持英史さん（東石田）。

「歩いて帰ろう」を熱唱し、鐘３つを鳴
らした農業研修生の下瀬翼さん（桑山）。

「筑波山唄」を披露した鹿一忠さ
ん（小栗）。鐘３つで合格です。



　

今
ま
で
の
障
害
者
福
祉
制
度
で
は
、
身
体

障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
と
い
っ
た
障

害
の
種
類
ご
と
に
縦
割
り
で
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
施
設
・

事
業
体
系
が
分
か
り
に
く
く
、
使
い
に
く
い

と
い
っ
た
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
法

施
行
に
よ
っ
て
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
元

化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
障
害
の
種

別
を
超
え
た
共
通
の
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害

特
性
な
ど
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

障害者が地域で安心して暮らせる社会を実現

障害者自立支援法がスタート
　平成 17 年 10 月に成立した「障害者自立支援法」は、今年の４月から
新しい利用者負担の仕組でサービスを開始していますが、10 月１日から
は市町村の創意工夫によって行われる「地域生活支援事業」が本格的にス
タートします。今月号では、障害者自立支援法のポイントと筑西市が実施
する地域生活支援事業のサービス内容についてお知らせします。

障
害
者
自
立
支
援
法

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

障
害
の
種
別
（
身
体
障
害
・
知
的
障

害
・
精
神
障
害
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
障

害
の
あ
る
人
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
一
元
化
し
、

施
設
・
事
業
を
再
編
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
々
に
、
身
近
な
市
が

責
任
を
も
っ
て
一
元
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
っ

て
県
や
市
な
ど
、
実
施
主
体
が
ま
ち
ま
ち
で
、

利
用
方
法
が
わ
か
り
づ
ら
く
不
便
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

事
務
を
一
元
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
国
や
県
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
組
み
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
よ

り
身
近
な
市
が
責
任
を
も
っ
て
、
障
害
の
あ

る
人
た
ち
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
も
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
量
と
所
得
に
応
じ
た
負
担
を

い
た
だ
き
ま
す
。

１

３

５

４

２

　

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
負
担
は
、
所
得
に
応

じ
て
負
担
額
を
決
め
る
も
の
で
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
負

担
が
決
め
ら
れ
る
こ
の
仕
組
み
で
は
、
同
じ

所
得
で
同
じ
負
担
を
し
て
い
て
も
、
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
が
異
な
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
利
用
者
の
負
担
を
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
量
に
応
じ
た
も
の
に
改
め
、
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
１
割
を
負
担
（
定
率

負
担
）
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
負
担
能
力
に
応
じ
て
負
担
上
限
額
が

定
め
ら
れ
ま
す
。

　

就
労
の
支
援
を
強
化
し
ま
す

　

障
害
者
が
地
域
で
自
立
し
て
生
活
し
て
い

け
る
よ
う
「
就
労
移
行
支
援
事
業
」
を
創
設

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
福
祉
施
設
か
ら
一
般

就
労
へ
の
移
行
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
個
々
の
障
害
者
の
状
況
に
応
じ
、

総
合
的
な
雇
用
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・

実
施
し
ま
す
。

　

支
給
決
定
の
仕
組
み
を
透
明
化
、
明

確
化

　

サ
ー
ビ
ス
の
最
終
決
定
は
市
が
行
い
ま

す
。
有
識
者
に
よ
る
審
査
会
の
意
見
聴
取
な

ど
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
支
給
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
の
透
明
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
応

じ
、
障
害
者
１
人
ひ
と
り
の
心
身
の
状
況
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
意
向
、
家
族
の
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
適
切
な
支
給
と
サ
ー
ビ
ス
が
計

画
的
に
な
さ
れ
る
よ
う
仕
組
み
を
制
度
化
し

ま
す
。

障害のある
人たちの

自立を支えます

４



●居宅介護（ホームヘルプ）
●重度訪問介護
●行動援護
●重度障害者等包括支援
●児童デイサービス
●短期入所（ショートステイ）
●療養介護
●生活介護
●施設入所支援
●共同生活介護（ケアホーム）

介護給付
●自立訓練
●就労移行支援
●就労継続支援
●共同生活援助（グループホーム）

訓練等給付

●更生医療　●育成医療
●精神通院医療

自立支援医療

※実施主体は都道府県

補装具費の支給

※※

自立支援給付

障
害
者
・
児

　●相談支援授業（関係機関との連絡調整、権利擁護）
●コミュニケーション支援事業（手話通訳派遣など）
●日常生活用具の給付又は貸与　　　　　
●移動支援事業
●地域活動支援センター事業（創作活動の機会提供、社会との交流促進など）
●日中一時支援事業

地域生活支援事業

　●専門性の高い相談支援　●広域的な対応が必要な事業　●人材育成など

　地域生活支援事業とは
市町村の創意工夫によっ
て実施される事業です。
相談支援、コミュニケー
ション支援（手話通訳の
派遣など）、日常生活用具
の給付・貸与、移動支援
などを実施します。

利用手続きの流れ 総合的な自立支援システムの全体像

■障害者自立支援法に関するお問い合わせは…障害福祉課（内線２２５、２２６）

10月スタート

申 請（市）

利用者

支給決定（市）

サービスの利用開始

料金の支払い（１割負担）

支給決定は、障害者や保
護者などからの申請に基
づき、市が行います。

利用者が事業者を選択
利用者は市が委託してい
る事業者から選択します。

筑西市の地域生活支援事業の主な内容

１ 相談支援事業
情報の提供、助言そのほか障害福祉サービス
の利用支援を行います。
★相談支援事業
★相談支援強化事業
★成年後見制度利用支援事業

２ コミュニケーション支援事業
聴覚などの障害のため、意思の疎通を図るこ
とが困難な障害者に対して手話通訳者を派遣
する事業
★手話通訳派遣事業

３ 日常生活用具給付等事業
在宅の重度障害者に対して、浴槽などの日常
生活用具を給付及び貸与します。また、用具
の給付にともなう住宅改修費を給付します。
★障害者等日常生活用具給付等事業

４ 移動支援事業
屋外での移動が困難な障害者のサポートをす
る事業
★障害者等移動支援事業

５ 地域活動支援センター事業
通所による創作活動、生産活動などの機会を
提供する事業
★障害者等地域活動支援センター事業

６ 日中一時支援事業
日中において介護する者のいない障害者に対
し、施設において一時的に見守り、指導、訓
練などの支援を行う事業
★障害者等日中一時支援事業

料金は利用者が事業者に直接支払います。

茨 城 県

筑 西 市

支援

５



下
館
中
学
校　

【
団
体
】

▼
野
球　

全
国
中
学
生
Ｋ
ー
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
野

　

球
選
手
権
大
会
第
３
位

▼
女
子
柔
道　

関
東
大
会
ベ
ス
ト
16

【
個
人
】

▼
中
村
郁
哉
（
柔
道
・
60
㎏
）　

関
東
大

　

会
準
優
勝　

全
国
大
会
第
３
位

▼
北
島
知
明
（
柔
道
・
48
㎏
）　

関
東
大

　

会
ベ
ス
ト
８　

全
国
大
会
出
場

▼
田
島
真
裕
（
柔
道
・
70
㎏
）
関
東
大

　

会
出
場

▼
野
澤
皓
一
（
水
泳
・
２
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メ
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ト
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平
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レ
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メ
ー
ト
ル

　

自
由
形
／
２
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド

　

レ
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関
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下
館
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中
学
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】

▼
宮
本
早
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（
陸
上
・
砲
丸
投
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）　　

　

関
東
大
会
第
５
位　

全
国
大
会
出
場　

下
館
南
中
学
校

【
団
体
】

▼
女
子
卓
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関
東
大
会
出
場

【
個
人
】

▼
江
連
香
純
（
水
泳
・
１
０
０
メ
ー
ト
ル

　

背
泳
ぎ
／
２
０
０
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
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関
東
大
会
出
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関
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中
学
校

【
団
体
】
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女
子
剣
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関
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会
出
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【
個
人
】

▼
大
吉
健
太
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陸
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・
８
０
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メ
ー
ト
ル
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関
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大
会
第
９
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全
国
大
会
出
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▼
歌
野
志
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水
泳
・
１
０
０
メ
ー
ト
ル
）

　

関
東
大
会
出
場

▲軟式と硬式の中間のボール『Ｋ－ＢＡＬＬ（ケー・ボール）』を使用して行われる
全国中学生Ｋ－ＢＡＬＬ野球選手権大会で、第３位に輝いた下館中学校野球部。キャ
プテンで一塁手の鈴木貢司くん（３年生）は、「チームの合言葉は、『自分を信じる、
仲間を信じる、勝利を信じる』。第一試合で昨年の優勝校に勝つことができ、それ
から波に乗りました。３年生として最後となるこの大会を、良い形で終わることが
できてよかったです」。

８月、平成 18 年度の関東大会・全国大会などが行われ、
今年も市内小中学校の子どもたちが出場。
それぞれが部活動などで鍛えた成果を発揮しました。

まる

▲全国中学校柔道大会・個人
60 ㎏で、第３位の成績をおさめ
た下館中学校柔道部の中村郁哉
くん（３年生）。小学 1 年生の
時に下館武道館（下中山）で柔
道を習い始め、現在も同館で練
習を続けています。「練習を重ね
て自信もあったし、優勝を狙って
いたので 3 位は残念な結果でし
た。今後も柔道を続けて、高校
ではインターハイのチャンピオン
になりたいです」。

船
越
義
珍
杯

少
年
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

［
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催
地
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ス
ト
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リ
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が
ん
ば
り
ま
し
た

明
野
中
学
校

【
団
体
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▼
男
子
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ー
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関
東
大
会
出
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【
個
人
】

▼
物
井
美
香
里
（
柔
道
・
57
㎏
）　

関
東

　

大
会
ベ
ス
ト
８　

全
国
大
会
出
場

協
和
中
学
校

【
団
体
】

▼
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

関
東
大
会
出
場

大
田
小
学
校

【
団
体
】

▼
陸
上
・
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー　

全
国

　

小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
出
場

６

がんばった
 きみたちに



メ　モ

７ メモ

■渡辺延さんに旭日単光章
　このほど、元明野町議会
議員の渡

わた

辺
なべ

延
のぶ

さん（88 歳・
宮
みや

後
ご

）が、旭日単光章を
受章しました。渡辺さんは、
昭和 50 年から 62 年まで
の約 12 年間にわたり旧明
野町議会議員を務めるなど、

地域の振興と地方自治の発展に寄与。その功績
が認められての受章です。
■梨を配って『交通事故なし運動』キャンペーン

　９月 19 日、筑西地区安全運転管理者協議会と
筑西警察署が『交通事故な

・
し
・

運動』キャンペー
ンを実施しました。これは、９月 21 日から 30 日
まで行われた『秋の全国交通安全運動』に先
駆けて行ったもの。同協議会の役員や警察署員、
県立下館第二高等学校の生徒が、警察署前の交
差点で筑西市産の梨などを配り、運転手に交通
安全を訴えました。

■宝くじ収益を地域コミュニティに
　『平成 18 年度自治宝くじ助成事業』の援助を
受けて、野殿自治会が、集落センターの空調設
備や防犯灯などを整備しました。この事業は、財
団法人自治総合センターが実施する宝くじの普及
広報事業のひとつで、地域でコミュニティ活動を
積極的に進めている団体を支援し、更なる活動
の推進を図ることを目的に、宝くじの受託事業収
入を財源として助成しているものです。

■自転車振興会の補助で、あけの会が施設整備
　『知的障害者授産施設（通所）の整備補助事
業』の援助を受けて、社会福祉法人あけの会・
ふれあいの里 中山園（寺

てら

上
うえ

野
の

）が、ウッドチッパー
（木材を堆肥の原料となるチップに加工する機
械）とトラクターを整備しました。この補助は、
財団法人日本自転車振興会による『平成 18 年
度体育事業その他の公益の増進を目的とする事
業に関する補助金』のひとつです。

Vol.3

平
成
18
年
度
は
緊
急
改
革
期
間
、
職
員
が

主
体
的
に
財
政
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す

　

筑
西
市
の
行
政
改
革
は
、
市

民
福
祉
の
実
現
と
健
全
財
政
の

確
立
を
図
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
発
展
を
目
指
す
も
の
で
す
。

今
回
は
こ
の
内
、
財
政
健
全
化

に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

直
し　

⑨
収
納
率
向
上
対
策
の
９
項
目
を
緊
急
改

革
期
間
の
重
点
目
標
と
し
、
今
後
は
、
自
主
財
源

の
確
保
と
、
効
率
的
・
効
果
的
な
財
源
配
分
を
実

施
し
、健
全
で
弾
力
的
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

全
職
員
が
主
体
性
を
持
っ
て
行
政
改
革
に
取
り
組

み
、
健
全
財
政
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
の
歳
入
の
重
要
な
部
分
を
占
め
る
地
方
交
付

税
が
年
々
減
少
し
、
財
源
不
足
を
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
で
ま
か
な
う
こ
と
な
ど
で
財
政
を
や
り
く

り
し
て
い
る
こ
と
は
、既
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

筑
西
市
は
、
平
成
18
年
度
を
行
政
改
革
推
進
の

た
め
の
緊
急
改
革
期
間
と
位
置
づ
け
、
危
機
的
状

況
に
あ
る
財
政
の
立
て
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

①
危
機
的
財
政
の
認
識　

②
行
政
改
革
方
針
の

決
定　

③
行
政
改
革
大
綱
の
策
定　

④
財
政
再
建

計
画
の
策
定　

⑤
補
助
金
の
見
直
し　

⑥
委
託
料

の
見
直
し　

⑦
物
件
費
の
見
直
し　

⑧
歳
入
の
見

行政改革大綱素案に皆さんの意見を
　筑西市行政改革大綱の素案に皆さんのご意見をお聞かせくだ
さい。素案は、ホームページからご覧いただけるほか、市役所
本庁舎２階の行政改革推進課で閲覧することができます。
　素案に対する意見は、住所・氏名・電話番号を明記の上、
gyousei@city.chikusei.lg.jp に電子メールで送付していただ
くか、任意の様式で筑西市総務部行政改革推進課まで郵送・
ファックスなどで送付してください。
　　１．素案の公開期間　10 月上旬〜 20 日
　　２．意見募集の期間　10 月上旬〜 20 日
　問い合わせ・送付先：筑西市総務部行政改革推進課
　　〒 308 ｰ 8616　筑西市下中山 732-1
　　TEL 24-2111( 内線 317 ･ 318)  FAX 24-7333

自
主
財
源
の
確
保
と
効
率
的
・
効
果
的
な

財
源
配
分
で
健
全
財
政
を
目
指
し
ま
す

※
起
債
許
可
団
体

　

資
金
調
達
の
た
め
の
借
り
入
れ
「
起
債
」
を

す
る
場
合
に
、
県
の
許
可
を
要
す
る
地
方
公
共

団
体（
市
町
村
）を
起
債
許
可
団
体
と
い
い
ま
す
。

　

公
債
費
負
担
の
大
き
さ
を
示
す
「
実
質
公
債

費
比
率
」
が
18
％
以
上
の
団
体
は
許
可
制
と
な

り
、25
％
を
超
え
る
と
起
債
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

先
ご
ろ
、
筑
西
市
が
起
債
許
可
団
体
に
な
っ
た

と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
筑
西
市
の
実
質
交

際
費
比
率
は
18
・
８
％
で
、
借
り
入
れ
の
た
め
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
市
は
、
起
債
の
圧

縮
な
ど
に
よ
り
、適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　



６

あ
ら
か
る
と

筑
西

暮
ら
し
を
考
え　

ま
ち
を
知
り
た
い　

み
ん
な
の
広
場

８

　

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
が
展
開
す

る
県
民
運
動
な
ど
へ
の
参
加
を
促
進
す

る
た
め
５
月
18
日
、
筑
西
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
協
議
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
同
時

に
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
筑
西
市
づ
く
り
を

め
ざ
し
会
員
が
連
携
し
て
地
域
活
動
を
行

う
下
館
、
関
城
、
明
野
、
協
和
支
部
が
そ

れ
ぞ
れ
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
協
和
支
部

（
大お

お

竹た
け

幹み
き

夫お

支
部
長
、
会
員
20
人
）
で
は
、

協
和
の
杜
公
園
を
訪
れ
た
人
が
心
な
ご
む

よ
う
に
と
７
月
２
日
、
会
員
が
持
ち
寄
っ

た
ツ
ツ
ジ
や
あ
じ
さ
い
な
ど
を
公
園
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
に
植
栽
、
８
月
６
日
に
は
除

草
や
剪せ

ん
て
い定
作
業
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

中野衛さんが大会２連覇
　

８
月
18
日
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ

市
で
開
催
さ
れ
て
い
た
、
ア
ジ
ア
ベ
ン

チ
プ
レ
ス
選
手
権
大
会
で
、
60
㎏
級
に
出

場
し
た
日
本
代
表
の
中な

か
の
ま
も
る

野
衛
さ
ん
（
中な

か

上う
え
の野

）
が
１
６
０
㎏
を
上
げ
、
２
大
会
連

続
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
は
ベ
ン
チ
に
仰
向
け
に

な
っ
て
バ
ー
ベ
ル
を
持
ち
上
げ
る
競
技
。

中
野
さ
ん
は
、
つ
く
ば
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
し
な
が
ら
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。「
日
本
の
レ
ベ
ル
は
高

く
、
国
内
で
勝
つ
こ
と
は
世
界
の
頂
点
に

立
つ
こ
と
。
次
の
目
標
は
日
本
選
手
権
で

優
勝
を
ね
ら
い
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
」。

　

恒
例
の
『
あ
け
の
ひ
ま
わ
り
フ
ェス
テ
ィ
バ

ル
』
が
８
月
26
日
か
ら
９
月
３
日
ま
で
、
宮

山
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
公
園
に
隣
接
す
る
ひ

ま
わ
り
の
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
筑
波

山
を
東
に
望
む
４・５
㌶
の
園
内
に
は
、
約

１
５
０
万
本
の
東
北
八
重
ひ
ま
わ
り
と
20
種

類
の
世
界
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
誇
り
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
県
柏
市
か
ら
訪
れ
た
と
い
う
ご
夫

婦
は
、「
写
真
が
好
き
で
、
こ
こ
の
ひ
ま
わ

り
畑
に
は
毎
年
来
て
い
ま
す
。
今
年
は
面

積
も
広
く
迫
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
来
年
も

ま
た
来
ま
す
」
と
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
す
手
を
休
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

アジアベンチプレス選手権大会

ツツジやあじさいを植栽 市ネットワーカー協議会協和支部

ひまわり畑に10万人の笑顔 あけのひまわりフェスティバル



９ おでかけガイド／わが家のアイドル

筑西あらかると

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました

平成 17 年 12 月生まれのお子さんの写真を募集しています。

写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・性別 ②保

護者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、10 月 31 日（火）

までに市広報広聴課へ。応募者多数の場合は抽選とします。

10/29 まで（日） 茨城県近代美術館所蔵品展
茨城県つくば美術館 ［つくば市 TEL029-856‐3711］月曜休
館　一般 180 円 高大生 110 円 小中生 80 円　10 年間に所
蔵した作品のうち日本画、油彩画、水彩画、版画などを紹介

11/12（日） ブタペスト・フィルハーモニー管弦楽団　
つくばノバホール［つくば市 TEL029‐852‐5881］ 開演午後３時 
Ｓ席 8,000 円 Ａ席 7,000 円 Ｂ席 6,000 円　1853 年に創設された
ブタペスト最古の名門オーケストラとオペラの醍醐味が楽しめる。

柿
か き の き

木   美
み

 海
う

 ちゃん

10月 12日生 （築地）
滝
たき

 田
た

 菜
な

々
な

美
み

 ちゃん

10月11日生（井上）
柿
か き の き

木   海
かい

 人
と

 くん

10月 12日生 （築地）
仁
に

 平
へい

  壮
たけ

 栄
る

 くん

10月 13日生 （小川）
早
はや

 川
かわ

  詩
うた

 乃
の

 ちゃん

10月 13日生 （幸町）
森
もり

　愛
まな

 都
と

 くん 

10月 14日生 （海老江）
田
た

 中
なか

  涼
すず

 花
か

 ちゃん

10月 17日生 （下中山）

山
やま

 口
ぐち

  凌
りょう

 輝
き

 くん

10月 28日生（板橋）
田
た

 谷
や

  百
もも

 花
か

 ちゃん

10月 31日生（市野辺）

杉
すぎ

 山
やま

  大
たい

 雅
が

 くん

10月 1日生 （押尾）
追
おい

 川
かわ

  陽
よう

 くん

10月 1日生（一本松）
直
なお

 井
い

  颯
そ

 夏
な

 ちゃん

10月 4日生 （小川）
木
き

 村
むら

  隼
しゅん

 也
や

 くん

10月 6日生 （大谷）
篠
しの

 崎
ざき

  真
ま

 奈
な

 ちゃん

10月 7日生 （みどり町）
佐
さ

 藤
とう

  隆
りゅう

 亮
すけ

 くん

10月 8日生 （玉戸）
森
もり

 田
た

  花
か

 音
のん

 ちゃん

10月 9日生 （宮後）

11/３（金） 茂木大輔スーパークインテット　
つくばノバホール［つくば市 TEL029‐852‐5881］ 開演午後２時 
全席指定 2,000 円 ＮＨＫ交響楽団の首席オーボエ奏者にして異
色の指揮者の面白く楽しいワンダーランドがつくばにやって来る。

11/11（土） ウクライナ国立歌劇場オペラ　アイーダ
栃木県総合文化センター ［宇都宮市 TEL028‐643‐1013］
開演午後５時 Ｓ席14,000円 Ａ席11,000円 Ｂ席9,000円 Ｃ席6,000
円（学生 3,000 円） オペラ史上最高の大スペクタクルロマン

遠
えん

 藤
どう

  優
ゆう

 太
た

 くん

10月 18日生（岡芹）
根
ね

 本
もと

  浬
り

 旺
お

 くん

10月 18日生 （成井）
熊
くま

 田
だ

  航
かず

 也
や

 くん

10月 20日生 （横島）
柴
しば

 崎
さき

  悠
ゆう

 翔
と

 くん

10月 23日生 （本城町）
外
と

 山
やま

  侑
ゆう

 雅
が

 くん

10月 24日生 （女方）
松
まつ

 崎
ざき

  美
み

 優
ゆう

 ちゃん

10月 24日生 （下中山）
坂
さか

 入
いり

  貫
かん

 太
た

 くん

10月 27日生 （下川島）

11/18（土） 林家正蔵・春風亭小朝　二人会
下妻市民文化会館 ［下妻市 TEL0296‐43‐2118］　会館オー
プン30 周年記念事業　開演午後２時　シングル券 4,000 円 ペ
アー券 7,000 円 友の会会員およびシルバー割引有り

まで（日） 生誕 120 年　富本憲吉展
茨城県陶芸美術館 ［笠間市 TEL0296‐70‐0011］ 月曜休
館　一般 700 円 高大生 500 円 小中生 250 円　樂焼・土焼、
白磁・染付、色絵・金銀彩など、富本芸術の神髄を紹介

12/３



おたより

６年生が描
くわたしの夢・このまちの未来 マイドリムー・

10

日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで

私
の
夢
は
獣
医
師
に
な
る
こ

と
。
ケ
ガ
や
病
気
の
動
物
を
一

匹
で
も
多
く
助
け
た
い
。
ご
み

の
な
い
、
み
ん
な
が
明
る
く

元
気
な
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

結
けっそく

束  和
かずひろ

紘 飯
いいずみ

泉  瑞
み ず き

紀

ぼ
く
の
夢
は
、
日
本
中
に
名

を
知
ら
れ
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
る
こ
と
。
筑
西
市

が
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
ら
い
い
な
。

ぼ
く
の
夢
は
画
家
に
な
る
こ

と
。
筑
西
市
の
み
ん
な
が
ぼ

く
の
絵
を
見
て
楽
し
く
な
っ

た
り
、
元
気
に
な
っ
た
り
す

る
絵
を
描
き
た
い
で
す
。

将
来
の
夢
は
、
お
年
寄
り
の
世

話
や
病
気
の
人
の
手
当
を
し

て
あ
げ
る
こ
と
。
み
ん
な
が

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
明
る
い

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ぼ
く
の
夢
は
、
子
ど
も
の
気

持
ち
の
わ
か
る
、
心
の
広
い

保
育
士
に
な
る
こ
と
。
筑
西

市
の
子
ど
も
た
ち
が
み
ん
な

笑
顔
で
い
ら
れ
た
ら
い
い
ね
。

五
所
小
学
校
児
童
数
１
８
９
人

児
童
数
１
４
４
人

私
の
将
来
の
夢
は
、
通
訳

の
仕
事
に
つ
く
こ
と
で

す
。
筑
西
市
は
、
市
民
み

ん
な
が
仲
の
良
い
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

沼
ぬまぐち

口かれん 武
た け い

井  智
ち か

佳 柴
しばやま

山   葵
あおい

古
こ や ま

山  碧
た ま き

紀

将
来
の
夢
は
、
画
家
に
な

る
こ
と
。
筑
西
市
が
、
や

さ
し
い
心
で
緑
を
大
切
に

す
る
人
で
あ
ふ
れ
る
ま
ち

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

将
来
の
夢
は
、
明
る
く
元

気
な
学
校
の
先
生
に
な
る

こ
と
。
筑
西
市
は
自
然
豊

か
で
住
み
よ
い
市
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

私
は
将
来
、
婦
人
警
官
に

な
り
た
い
で
す
。
筑
西
市

は
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

住
め
る
き
れ
い
な
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
な
。

僕
は
将
来
、
み
ん
な
が
楽

し
め
る
車
を
創
る
仕
事
を

し
た
い
で
す
。
筑
西
市
は
元

気
と
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ

る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

鳥
羽
小
学
校

　

私
は
協
和
地
区
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
道
路
わ
き
の
雑
草
が
の
び
て
、

交
差
点
や
カ
ー
ブ
な
ど
で
対
向
車
や

歩
行
者
が
と
て
も
見
に
く
く
、
危
険

な
思
い
を
何
度
も
し
て
い
ま
す
。
以

前
は
も
っ
と
頻
繁
に
、
行
政
で
除
草

作
業
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
や
は
り

財
政
難
の
た
め
、
除
草
作
業
の
回
数

が
減
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
で
提
案
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
除
草
作

業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
こ
と
に

な
ん
の
抵
抗
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
勝
手
に
他
人
様
の
土
地
な
ど
に

入
っ
て
、
非
難
さ
れ
る
の
が
嫌
な
だ

け
で
す
。
ど
う
か
、市
役
所
の
方
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
除
草
作
業
を
行
う
日

を
設
定
し
て
、
市
民
に
呼
び
か
け
て

く
だ
さ
い
。
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
・
自
営
業

道
路
の
除
草
作
業
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

黒
くろさわ

沢  康
こうへい

平飯
い い の

野  佑
ゆうすけ

介国
く に た

田  晴
は る な

南

飯
い い だ

田  啓
け い た

太



筑西あらかると

　９月、各小中学校で運動会・体育祭を行
いました。16 日開催の竹島小学校運動会に
は、児童 228 人が参加。徒競走など各種目
で精一杯がんばる子どもたちや、人気のム
シキングをモチーフにしたダンス『ムシキ
ングサンバ』を踊る１・２年生の可愛らし
い姿（右写真）などを見ることができました。

ムシキングサンバを披露
スポーツの秋・市内小中学校で運動会

スナップ

目
標
は
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

　

 

世
界
選
手
権
に
出
場
す
る
こ
と
で
す

人輝く

11 スナップ／輝く人

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
全
国
優
勝

 

「
も
と
も
と
は
競
技
ス
キ
ー
を
や
っ
て
い
て
、
ス
キ
ー

の
た
め
の
夏
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、
フ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
勧
め
て
く
れ
た
の
は
お

父
さ
ん
で
す
。
練
習
は
、
小
山
市
に
あ
る
フ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
ジ
ム
で
週
５
日
。
夏
休
み
中
は
毎
日
通
い

ま
し
た
。
１
日
最
低
１
時

間
、
休
憩
を
は
さ
み
な
が

ら
10
時
間
近
く
練
習
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
同
じ

ル
ー
ト
を
何
度
も
昇
り
降

り
す
る
基
礎
練
習
は
つ
ら

い
で
す
が
、
コ
ー
チ
か
ら

指
示
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
決

め
ら
れ
た
手
順
で
登
る
練

習
で
は
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
登
り
き
り
、
出
さ

れ
た
課
題
を
克
服
し
て
い
く
の
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
下
館
中
学
校
１
年
の

平
井
悠
希
さ
ん
。
平
井
さ
ん
は
、
８
月
に
富
山
県
南な

ん

砺と

市
で
開
催
さ
れ
た
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
『
Ｊ

Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
』
ア
ン
ダ
ー

ユ
ー
ス
Ｂ
女
子
（
13
歳
以
下
）
に
茨
城
県
代
表
と
し

て
出
場
し
、
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
平
井
さ
ん

が
挑
戦
し
て
い
る
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
欧
米

な
ど
で
は
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
素
手
で
岩
場
な
ど

を
登
る
ス
ポ
ー
ツ
。
近
年
は
自
然
の
岩
だ
け
で
な
く
、

ジ
ム
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
人
工
岩
を
登
る
こ
と
も
フ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
来
年
３
月
に
は
、
ユ
ー
ス
選
手
権
と
い
う
全
国
大

会
が
開
か
れ
る
の
で
、
そ
こ
で

も
優
勝
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
出
場
す
る
大
会
に
は
全
部

優
勝
し
て
、
将
来
は
世
界
選
手

権
に
出
場
す
る
の
が
目
標
で
す
」。
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ら
り
真
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下
館
駅
を
出
発
し
て
60
分
、
Ｓ
Ｌ
の
停
車

駅
「
市
塙
駅
」
に
到
着
し
ま
す
。
市
塙
駅
の

あ
る
市
貝
町
は
栃
木
県
の
東
部
に
位
置
し
、

町
の
南
部
に
は
伊い

こ
や
ま

許
山
や
多た

た
ら
ぬ
ま

田
羅
沼
（
ピ
ー

プ
ル
７
月
号
で
紹
介
）、
北
部
に
は
那
珂
川
県

立
自
然
公
園
な
ど
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た

町
で
す
。

　

汽
車
を
降
り
て
、
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る

の
は
、
駅
舎
の
壁
に
描
か
れ
た
色
鮮
や
か
な

武む
し
ゃ
え

者
絵
で
す
。、
町
内
に
は
全
国
で
も
め
ず

ら
し
い
武
者
絵
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。
駅
か

ら
車
で
約
10
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
資
料
館
は
、

３
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
民
家
を
改
装
し
、

江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
武
者
絵
の
ぼ
り

歴
史
の
ま
ち
市
貝
を
め
ぐ
る

　

市
貝
町
に
は
、
古
墳
や
城
跡
な
ど
数
々
の

史
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
塙
駅
の
す
ぐ

東
側
に
は
、
山
根
城
址
が
あ
り
ま
す
。
今
で

は
土
塁
の
形
を
残
し
な
が
ら
、
記
念
樹
の
森

と
し
て
、
家
族
連
れ
で
も
楽
し
め
る
公
園
に

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

駅
か
ら
北
へ
５
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
は
村

上
城
址
が
あ
り
ま
す
。
永
和
４
年
（
１
３
７
８

年
）
に
益
子
正
宗
（
益
子
城
主
）
の
二
男
、

村
上
新
助
良
藤
が
築
城
し
、
そ
の
後
、
三
代

約
50
年
間
に
わ
た
り
居
城
し
た
と
伝
え
ら
れ

■料金　一般 400 円 小学生 200 円
■営業時間　10:00 ～ 21:00
■休館日　毎週木曜日
■電話　0285-68-4460■はSL停車駅

市い
ち
は
な塙
駅

市塙駅（無人駅）　大正９年開駅（平成６年改
築）。鉄道利用者のための無料駐車場、駐輪場
が整備されています。

や
皿
、壺
、屏
風
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
村む

ら
か
み
か
ん
の
ん
や
ま

上
観
音
山
と
呼

ば
れ
、
そ
の
山
頂
に
は
土
塁
と
堀
を
三
角
状

に
め
ぐ
ら
し
た
本
丸
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
山

腹
に
は
古
さ
と
迫
力
に
富
ん
だ
千
手
観
音
堂

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
栃
木
県
指
定
文

化
財
の
千
手
観
音
立
像
本
尊
が
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
観
音
像
は
、
平
安
中
期
の
作
と
い

わ
れ
、
優
し
さ
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
穏
や
か
な

表
情
は
、
見
る
人
に
深
い
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
上
城
址
周
辺
は
、
近
年
、
梅
の

里
と
し
て
整
備
が
進
め
れ
て
い
ま
す
。
現
在

で
は
５
千
本
の
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
、
毎
年
、

３
月
に
は
梅
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
う
そ
う
で
す
。

　

駅
か
ら
車
で
約
15
分
、
町
北
部
の
那
珂
川

県
立
自
然
公
園
に
は
、
四
季
折
々
の
自
然
を

感
じ
る
こ
と
が
き
る
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
那
須
、
日
光
連
山
や
八
溝
山
を
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
、
吊
り
橋
か
ら
は
、
男お

滝
、
女め

滝
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
じ

く
北
部
に
は「
芳な

は那
の
水
晶
湖
」が
あ
り
ま
す
。

こ
の
湖
は
農
業
用
の
貯
水
池
と
し
て
造
ら
れ

ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
水
鳥
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
、
野
鳥
の
会
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
平
成
16
年
か

ら
は
湖
の
周
囲
に
芝
桜
が
植
え
ら
れ
、
毎
年

４
月
に
は
広
大
な
ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う
た
ん
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

旅
の
最
後
は
や
は
り
温
泉
。
駅
か
ら
車
で

５
分
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
『
市
貝
温
泉
健

康
保
養
セ
ン
タ
ー
』
が
あ
り
ま
す
。
大
浴
場

を
は
じ
め
、
薬
湯
、
サ
ウ
ナ
な
ど
好
み
に
合

わ
せ
た
入
浴
が
楽
し
め
ま
す
。
野
山
の
散
策

に
疲
れ
た
体
を
癒い

や

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
市
貝
温
泉
で
の
ん
び
り

市
貝
の
自
然
に
触
れ
る

芳那の水晶湖

那珂川自然公園

武者絵の里

千手観音堂

市貝町役場

市貝温泉

（大畑武者絵資料館）

（琴平山遊歩道）

（芝桜公園）

（村上城址）

記念樹の森
（山根城址）

市塙駅

至茂木

至烏山

至宇都宮

千手観音堂　建立は不明
868 年に修復された記録
が残る。欄干の力強い龍
の彫刻は見事です。

ゆったりランド
市貝温泉健康保養センター

いちはな

下館

下館二校前

折本

ひぐち

市塙

寺内

久下田

真岡

北真岡

西田井

北山

益子

七井

多田羅

笹原田

天矢場

茂木

Vol.6
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子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
も

　

平
成
14
年
９
月
、
当
時
の
明
野
町
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
現
、
筑
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
に

委
託
し
、
明
野
地
区
に
あ
る
５
つ
の
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用
し
た
『
高
齢
者
生
き
が
い
サ
ロ
ン
』

を
開
設
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
、
地
域
や
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
な
ど
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
『
生
き
が
い
サ
ロ
ン
』
を
取
材
し
ま
し
た
。

地
域
の
お
年
寄
り
に
生
き
が
い
と
笑
顔
を

し
ょ
う
」
と
始
ま
り
ま
し
た
。『
年
齢
に
合
わ
せ
た

運
動
を
』
と
は
い
う
も
の
の
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
い
お
年
寄
り
た
ち
の
動
き
に
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
92
才
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
誕

生
会
も
あ
り
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
ス
タ
ッ

フ
か
ら
お
似
合
い
の
帽
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
頬

を
染
め
な
が
ら
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
姿
は
少
女

の
よ
う
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
い
い
も
の
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
昼
食
、
午
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

続
き
ま
す
。
一
日
が
短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
毎

週
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

翌
日
、『
鳥と

羽ば

地
区
生
き
が
い
サ
ロ
ン
』
に
も
お

じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。「
運
動
会
で
踊
る
明
野
音
頭
を
、

小
学
生
に
教
え
る
か
ら
」
と
、
何
回
も
歌
に
合
わ

せ
て
踊
り
の
練
習
を
す
る
高
齢
者
た
ち
。
子
ど
も

た
ち
と
踊
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
こ
こ
で
も

み
な
さ
ん
が
、
時
間
の
経
つ
の
が
速
く
感
じ
ら
れ

る
ほ
ど
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
が
小
学
校
で
開
催
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。
授
業

だ
け
で
な
く
、
休
み
時
間
に
子
ど
も
た
ち
が
サ
ロ

深
ふか

見
み

 恭
きょうこ

子さん（村
むら

田
た

）

■このコーナーを担当したのは、

ン
に
来
て
、
一
緒
に
輪
投
げ
や
折
り
紙
を
し
た
り

し
ま
す
。
お
互
い
が
自
然
に
ふ
れ
あ
え
る
時
間
で

す
。
子
ど
も
た
ち
も
高
齢
者
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
小
学

校
と
い
え
ば
私
た
ち
の
一
番
身
近
に
あ
る
施
設
で

あ
り
、
愛
着
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
開
か
れ
る
サ

ロ
ン
は
、
ま
さ
に
高
齢
者
の
『
生
き
が
い
』
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
や
や
も
す
る
と
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
高
齢
者
が
元
気
に
楽
し
く
参
加
し
、
サ
ロ

ン
が
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

楽
し
い
仲
間
づ
く
り
の
活
動

　
「
毎
週
月
曜
日
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
く
れ
た
の

は
、『
大お

お

村む
ら

地
区
高
齢
者
生
き
が
い
サ
ロ
ン
』
を
利

用
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。「
こ
こ
へ
来
る
と
お

友
達
も
い
る
し
、
い
ろ
ん
な
活
動
も
で
き
る
。
だ
か

ら
こ
こ
が
始
ま
っ
て
か
ら
ず
っ
と
来
て
る
の
。
休
ま

ず
に
ね
」
と
付
け
加
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
『
高
齢
者
生
き
が
い
サ
ロ
ン
』
は
平
成
14
年
９
月
、

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
明
野
地
区
に
あ
る
５
つ
の
小
学
校
の
余

裕
教
室
を
活
用
し
、
各
小
学
校
で
週
一
回
開
催
す
る

ほ
か
、
老
人
セ
ン
タ
ー
で
も
毎
週
一
回
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
区
の
高
齢
者
の
外
出
の
機
会
を
増
や
し
、

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
、

楽
し
い
仲
間
づ
く
り
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
取
材
し
た
『
大
村
地
区
生
き
が
い
サ
ロ
ン
』

は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
お
茶
を
飲
み
、
血

圧
を
測
っ
て
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
介
護

予
防
体
操
が
行
わ
れ
る
日
。
作
業
療
法
士
の
指
導
の

も
と
「
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
過
ご
し

ま
し
ょ
う
」、「
無
理
を
し
な
い
で
酸
素
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
生
活
に
使
え
る
柔
ら
か
な
筋
肉
を
つ
け
ま



▼
総
代
定
数
＝
42
人　

▼
告
示
日
＝
10
月
10

日
（
火
）　

▼
投
票
日
＝
10
月
17
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会  

内
線
３
３
１

　

明
野
町
上
野
土
地
改
良
区

　

TEL
　

52
　

４
７
５
５

　

下
館
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
に
対
し
て
、

集
合
徴
収
お
よ
び
国
民
年
金
相
談
を
行
い
ま

す
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
２
年
間
で

時
効
と
な
り
納
付
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

▼
会
場
＝
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル　

■
問
い
合
わ
せ　

下
館
社
会
保
険
事
務
所

　

TEL
　

22
　

４
５
９
１

　

保
険
年
金
課
年
金
係　

内
線
２
３
７

　

10
月
16
日
（
月
）
〜
25
日
（
水
）
は
蔵
書

点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
※
休
館
中
に
本

を
返
却
さ
れ
る
人
は
、
図
書
館
入
り
口
の
返

却
ポ
ス
ト
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
Ｃ
Ｄ
・
ビ

デ
オ
・
そ
の
他
、
ポ
ス
ト
に
入
ら
な
い
資
料

は
破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
館
あ

け
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
図
書
館　

TEL
　

24
　

３
５
３
０

　

館
内
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
お
よ
び
法
定
定
期
点

検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
17
日
（
火
）
〜
19
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

筑
西
遊
湯
館　

TEL
　

33
　

５
１
５
１

　

化
学
物
質
（
家
庭
用
品
、
医
薬
品
、
農
薬

な
ど
を
含
む
）
や
動
植
物
の
毒
に
よ
っ
て
起
き

る
急
性
の
中
毒
に
対
し
て
、
応
急
処
置
な
ど

の
緊
急
情
報
を
提
供
し
て
い
る
『
つ
く
ば
中
毒

１
１
０
番
』
の
電
話
番
号
が
、
情
報
提
供
の

無
料
化
（
通
話
料
は
相
談
者
負
担
）
に
伴
い

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
新
し
い
電
話
番
号
＝
TEL
　

０
２
９
　

８
５
２
　

９
９
９
９　

■
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課

　

TEL
　 

０
２
９
　

３
０
１
　

３
２
５
７　

　

筑
西
市
で
昨
年
度
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

『
空
き
巣
ね
ら
い
』『
自
動
車
盗
』
が
今
年
に

な
り
激
増
し
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
か
ら
８

月
ま
で
の
空
き
巣
ね
ら
い
の
認
知
状
況
は
昨

年
同
期
と
比
較
し
約
50
％
増
加
、 

自
動
車
盗

は
約
１
４
５
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
場
所
は
市
内
全
域
に
お
よ
ん
で
い
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
空
き
巣
ね
ら
い
対
策
】

①
近
所
と
の
連
帯
感
を
強
め
ま
し
ょ
う
。
②

出
か
け
る
と
き
は
、
近
隣
所
に
声
を
か
け
ま

し
ょ
う
。③
見
知
ら
ぬ
人
が
歩
い
て
い
た
ら
、

『
こ
ん
に
ち
は
』
な
ど
、
声
を
か
け
ま
し
ょ

う
。
④
施
錠
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
⑤
ポ
ス
ト
に
郵
便
物
な
ど
を
た
め
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
自
動
車
盗
対
策
】　　

①
キ
ー
を
抜
い
て
、
必
ず
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。②
盗
難
防
止
装
置
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

③
ス
ペ
ア
キ
ー
を
、
車
内
に
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
④
建
設
用
機
械
な
ど
、
作

業
現
場
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

筑
西
警
察
署　

TEL
　

24
　

０
１
１
０

　

市
民
安
全
課　

内
線
２
４
３
・
２
５
２

▼
日
時
＝
10
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど

広
場　

▼
内
容
＝
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
産
直
青
空
市
（
新
鮮
朝

採
り
野
菜
な
ど
の
販
売
）、
そ
の
他　

▼
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
＝
１
人
１
区
画
（
３

ｍ
×
２
ｍ
、
出
店
料
無
料
）　

▼
出
店
申
し

込
み
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
平
沢
（ 

TEL
　

24
　

６
０
０
０ 

）へ

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
商
工
係

　

TEL
　

20
　

１
１
６
０

▼
日
時
＝
10
月
19
日
（
木
）　

午
後
３
時
〜

2006.10.12006.10.1

国
民
年
金
保
険
料
の
集
合
徴
収

明
野
町
上
野
土
地
改
良
区
総
代
総

選
挙

筑
西
遊
湯
館
・
休
館
の
お
知
ら
せ

中
央
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

つ
く
ば
中
毒
１
１
０
番
の
電
話
番

号
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

空
き
巣
ね
ら
い
・
自
動
車
盗
激

増
！
ご
用
心

わ
っ
し
ょ
い
市

大
好
き
い
ば
ら
き『
地
域
づ
く
り
』

県
民
大
会
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４
時　

▼
会
場
＝
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
水

戸
市
千
波
町
東
久
保
）　

▼
定
員
＝
先
着
１
，

８
０
０
人　

▼
入
場
＝
無
料　

▼
主
な
内
容

＝
『
い
ば
ら
き
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
賞
』
表

彰
式
／
『
ご
近
所
の
底
力
大
賞
』
表
彰
式
／

基
調
講
演
『
ふ
る
さ
と
は
人
生
の
足
腰
』
…

講
師
＝
重
松
清
（
作
家
）
／
事
例
発
表
…
県

内
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
実
践
例
を
紹
介　

■
問
い
合
わ
せ

　

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議

　

 

TEL
　 

０
２
９
　

２
２
４
　

８
１
２
０　

▼
期
日
＝
11
月
１
日
（
水
）
〜
12
日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時　

※
６
日

（
月
）
は
休
館
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

明
野
図
書
館　

 

TEL
　

52
　

２
４
６
６

▼
日
時
＝
10
月
８
日
（
日
）
〜
９
日
（
月
）

▼
場
所
＝
明
野
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
海
老
ヶ
島
２
１
２
０

−

７
）　

▼
種
目
＝
８

日
…
小
学
生
の
部　

シ
ン
グ
ル
・
ダ
ブ
ル
ス

／
９
日
…
中
高
生
の
部　

 

シ
ン
グ
ル
・
ダ

ブ
ル
ス　

▼
参
加
費
＝
１
人
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

日
向

　

 

TEL
　 

０
９
０
　

５
７
７
９
　

３
０
３
５

▼
日
時
＝
10
月
29
日
（
日
）　

11
時
30
分
〜

午
後
３
時
（
多
少
変
更
の
場
合
有
り
）　

※

営
業
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
９
時　

▼
場

所
＝
筑
西
遊
湯
館
大
広
間　

▼
そ
の
他
＝
別

途
入
館
料
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

筑
西
遊
湯
館　
　

TEL
　

33
　

５
１
５
１

▼
日
時
＝
10
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館
・
図
書
室　

 

▼
対

象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者 

▼
内

容
＝
絵
本
『
パ
パ
、お
月
さ
ま
と
っ
て
』『
つ

ち
ぶ
た
く
ん
』、
紙
芝
居
『
ど
ん
ぐ
り
と
山

ね
こ
』『
ぼ
た
も
ち
を
つ
く
っ
た
ほ
と
け
さ

ま
』

■
問
い
合
わ
せ　

　

夢
く
ら
ぶ　

小
川　

　

TEL
　

37
　

３
５
５
６

▼
日
時
＝
10
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室　

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者 

▼
内
容
＝
絵
本
朗
読
『
や
ま
の
や
ま
び

こ
』『
む
し
た
ち
の
お
ん
が
く
か
い
』、
紙
芝

居
『
お
に
と
お
ひ
め
さ
ま
』、
歌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

読
み
聞
か
せ
の
会
・
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
10
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室　

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保

護
者
▼
内
容
＝
絵
本
『
が
た
ん　

ご
と
ん
』

『
お
っ
と　

お
と
し
も
の
』、
か
げ
絵
『
い
っ

す
ん
ぼ
う
し
』、
木
の
実
で
あ
そ
ぼ
う

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕　

TEL
　

57
　

４
４
９
８

▼
日
時
＝
10
月
20
日
（
金
）
〜 

22
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
市
民
会

館
中
会
議
室　

▼
内
容
＝
山
野
草
の
展
示

■
問
い
合
わ
せ　

　

増
渕　

TEL
　

22
　

４
７
１
８

▼
日
時
＝
10
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
５

時　

10
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時　

10
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）
２
階
ク
ラ
フ
ト
室　

■
問
い
合
わ
せ　
　

下
館
愛
ら
ん
会

　

和
田　

TEL
　

24
　

６
２
０
１

▼
テ
ー
マ
＝
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？　

こ
ど

も
の
サ
イ
ン　

▼
日
時
＝
10
月
19
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
中
央
図

書
館
・
和
室　

▼
講
師
＝
（
社
）
ス
コ
ー
レ

家
庭
教
育
振
興
協
会　

平
石
喜
美
子　

▼
入

場
無
料
・
託
児
あ
り　

■
問
い
合
わ
せ

　

平
石　

TEL
　

24
　

７
７
９
７

▼
日
時
＝
10
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
開
演　

▼
場
所
＝
ス
ピ
カ
６
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

▼
入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

　

中
野　

TEL
　

22
　

４
６
９
４

▼
鴎
外
の
子
供
た
ち
＝
森
類　

90
分
５
本　

▼
そ
ん
な
生
活
し
て
い
る
と
運
が
逃
げ
ま

す
ぞ
＝
藤
木
相
元　

90
分
３
本　

60
分
１
本 

▼
対
象
者
＝
視
覚
障
害
者
、寝
た
き
り
の
人
、

視
力
の
落
ち
た
高
齢
者
の
人
な
ど
。
テ
ー
プ

は
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
無
料
貸
出

■
問
い
合
わ
せ　

　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

下
館
愛
ら
ん
会
・
第
５
回
洋
蘭
展

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

秋
の
山
野
草
展

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

『
第
５
回
明
野
ち
び
バ
ド
オ
ー
プ

ン
大
会
』
開
催

読
み
聞
か
せ
（
関
本
公
民
館
）

第
６
回
筑
西
遊
湯
館
・
芸
能
発
表

大
会
開
催

『
柳
田
昭
』
水
彩
展

郷
土
の
風
景
を
、
温
も
り
と
郷

愁
を
感
じ
さ
せ
る
独
特
の
手
法

で
描
く
、
精せ
い

緻ち

で
静
穏
な
世
界

へ
の
い
ざ
な
い

玉
寿
弥
会
創
立
45
周
年
記
念

演
奏
会

朗
読
録
音
テ
ー
プ
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▼
日
時
・
テ
ー
マ
＝
11
月
８
日
（
水
）
…
ビ

リ
・
ク
チ
ャ
・
ポ
〜
ン
ッ
！　

11
月
15
日（
水
）

…
に
こ
に
こ
音
楽
会　

11
月
22
日
（
水
）
…

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
つ
く
ろ
う　

▼
時
間

＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
募
集
人

数
＝
先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
10
月
16
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
＊
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の
は
、
市
内
在

住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就
園
の
子
ど
も

と
保
護
者
で
す
。
※
初
め
て
の
人
は
、
利
用

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
持
参
）

電
話
の
場
合
、
印
鑑
は
後
日
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

下
館
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
日
時
＝
10
月
21
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
15
分　

▼
集
合
場
所
＝
土
浦
市

沖
宿
町
『
茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
』　

▼
参
加
資
格
＝
小
学
４
年
生
以
上

▼
探
検
内
容
＝
ど
ん
ぐ
り
山
探
検
・
山
の
遊

び
・
霞
ヶ
浦
の
水
や
植
物
の
実
験
教
室　

▼

参
加
費
＝
１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

　

▼
申
込
期
限
＝
10
月
12
日
（
木
）　

▼
主

催
＝
桜
川
探
検
隊
連
絡
会
議

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

内
線
２
６
５

　

ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
茨
城

２
０
０
７
実

行
委
員
会
で

は
、
県
民
参

加
に
よ
る
魅

力
あ
ふ
れ
る

大
会
の
実
現

を
目
指
し
、
大
会
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
た

だ
く
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
『
助
さ
ん
格
さ
ん
サ

ポ
ー
タ
ー
』
を
募
集
し
ま
す
。
▼
活
動
内
容

＝
大
会
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
や
協
力
（
主
に
筑
西
市
内

で
の
活
動
で
、
報
酬
や
旅
費
は
あ
り
ま
せ

ん
。）　

▼
募
集
人
数
＝
２
人　

※
応
募
者
多

数
の
場
合
は
選
考　

▼
申
込
締
切
＝
10
月
13

日
（
金
）
▼
委
嘱
期
間
＝
委
嘱
の
日
か
ら
平

成
19
年
11
月
13
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

高
齢
福
祉
課
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
準
備
係

　

内
線
２
３
０

▼
日
時
＝
10
月
25
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
正

午　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
・
調
理
室　

▼
募
集
人
数
＝
先
着
20
人

程
度　

▼
参
加
費
＝
材
料
費
（
７
０
０
円
）

当
日
徴
収　

▼
持
参
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具　

▼
申

込
開
始
＝
10
月
12
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
10
月
31
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午

後
４
時　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
室　

▼
募
集
人
数

＝
先
着
20
人
程
度　

▼
参
加
費
＝
材
料
費

（
５
０
０
円
）
当
日
徴
収　

▼
持
参
物
＝
木

バ
サ
ミ
、
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆

記
用
具　

▼
申
込
開
始
＝
10
月
12
日
（
木
）

午
前
９
時
〜

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
10
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正

午　

▼
会
場
＝
協
和
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

調
理
室　

▼
募
集
人
数
＝
幼
児
・
児
童
お

よ
び
保
護
者
12
組　

▼
材
料
費
＝
親
子
１
組

６
０
０
円
、
当
日
徴
収　

▼
申
込
締
切
＝
10

月
11
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み　

協
和
公
民
館

　

TEL
　

57
　

２
５
１
１　

内
線
３
３
３

▼
募
集
お
よ
び
定
員
＝
機
械
シ
ス
テ
ム
科
10

桜
川
探
検
隊
第
３
回
探
検
交
流
隊

員
募
集

地
域
交
流
『
旬
の
魚
の
さ
ば
き

方
教
室
』
受
講
生
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
ク
レ
ー
プ
づ
く

り
参
加
者
募
集
（
協
和
公
民
館
）

　

参加者募集

▼日時＝ 12 月３日（日）午前 10 時〜午後３
時 ▼場所＝新治小学校〜新治駅前通り　 ▼募
集人員＝①照手姫（市内の女子高生に限る）
…１人②侍女、白拍子、女武者…約 30 人（女）
③十勇士、四天王、武将…約 30 人（男） ▼募
集資格＝健康な人（衣装を着けて練り歩きます）
＊グループでの参加大歓迎　

▼日時＝ 12 月３日（日）午前９時〜午後４時

▼場所＝新治小学校メイン会場　 ▼テント数
＝ 20 張り（１張り 5.4m × 3.6m）　 ▼出店料＝
１張り２万円　１／２張り１万円
＊筑西市民を優先

■申込締切＝ 10 月 20 日（金）
■問い合わせ・申し込み
　小栗判官まつり実行委員会事務局（協和経　
　済課内）　 TEL 57 － 2511 内線 215・216

武者行列

テント村出店

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

11
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

助
さ
ん
格
さ
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

地
域
交
流
『
わ
ら
細
工
（
宝
船

づ
く
り
）
教
室
』
受
講
生
募
集

筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院
推
薦
入

学
生
募
集
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人　

電
気
工
事
科
10
人　

▼
応
募
資
格
＝
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
平
成
19
年

３
月
卒
業
見
込
み
で
、
学
校
長
の
推
薦
が
得

ら
れ
る
人　

▼
受
付
期
間
＝
10
月
２
日（
月
）

〜
13
日
（
金
）　

▼
提
出
書
類
＝
入
学
願
書
、

推
薦
書
、
調
査
書　

▼
選
考
試
験
日
＝
10
月

20
日
（
金
）　

合
格
発
表
＝
10
月
27
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

　

TEL
　

24
　

１
７
１
４

▼
期
日
＝
11
月
３
日
（
祝
）　

▼
会
場
＝
下

館
ゴ
ル
フ
倶
楽
部　

▼
募
集
人
員
＝
先
着

２
０
０
人　

▼
参
加
費
＝
３
，
０
０
０
円　

▼
プ
レ
ー
費
＝
個
人
負
担
（
昼
食
代
・
ワ
ン

ド
リ
ン
ク
・
消
費
税
込
）
①
セ
ル
フ
プ
レ
ー

１
０
，
０
０
０
円　

②
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き

１
３
，
０
０
０
円　

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在

住
又
は
在
勤
（
学
生
・
生
徒
は
除
く
）
▼
競

技
方
法
＝
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
・

新
ペ
リ
ア
方
式
個
人
戦　

▼
申
込
開
始
＝
10

月
10
日
（
火
）
〜

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

市
ア
マ
チ
ュ

　

ア
ゴ
ル
フ
連
盟
下
館
支
部
事
務
局

　

TEL
　

25
　

５
１
７
３　

ＦＡＸ
20
　

２
６
２
４

　

関
根   

TEL
０
９
０

１
０
３
１

６
８
８
３

　

下
館
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
ラ 

TEL
　

28
　

５
８
８
０

▼
日
時
＝
11
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
〜　

※
雨
天
時
は
11
月
19
日
（
日
）　

▼

場
所
＝
県
西
総
合
公
園　

▼
種
目
＝
軟
式

テ
ニ
ス　

男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

▼
募

集
人
数
＝
各
先
着
32
組　

▼
費
用
＝
１
組

２
，
０
０
０
円
（
テ
ニ
ス
連
盟
未
加
入
者
は

３
，
０
０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
10

日
（
火
）
〜
10
月
28
日
（
土
）
に
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
（
ＦＡＸ
37
　

４
５
７
２
）
で
市
テ
ニ
ス
連

盟
・
神
谷
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

神
谷　

TEL
　

28
　

３
２
７
２

　

軍
手
を
使
っ
て
か
わ
い
い
人
形
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
10
月
29
日
（
日
）　

午
後
１
時
〜

４
時　

▼
場
所
＝
明
野
図
書
館
視
聴
覚
室

▼
募
集
人
員
＝
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
20
人

程
度
（
大
人
と
一
緒
な
ら
幼
稚
園
生
も
可
）

▼
費
用
＝
５
０
０
円
（
材
料
代
、当
日
徴
収
）

▼
持
参
物
＝
は
さ
み
、
縫
い
針
、
も
め
ん
糸

（
白
・
黒
）　

▼
申
込
期
限
＝ 
10
月
15
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

明
野
図
書
館　

 

TEL
　

52
　

２
４
６
６

▼
期
日
＝
10
月
21
日
（
土
）　

▼
交
通
手
段

＝
市
バ
ス　

出
発
予
定
・
午
前
５
時
／
帰
着

予
定
・
午
後
８
時　

▼
場
所
＝
小
田
原
市
民

会
館　

▼
募
集
人
員
＝
20
人
程
度　

※
応
募
者
多
数
は
抽
選　

▼
申
込
締
切
＝
10

月
12
日
（
木
）　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

教
育
委
員
会
文
化
課　

TEL
　

22
　

０
１
８
３ 

【
自
衛
隊
生
徒
】

▼
受
付
期
間
＝
11
月
１
日
（
水
）
〜
平
成
19

年
１
月
９
日
（
火
）　

▼
応
募
資
格
＝
平
成

２
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子　

▼
試
験
期
日
＝
第
１

次
・
平
成
19
年
１
月
13
日
（
土
）
／
第
２
次
・

平
成
19
年
１
月
26
日
〜
29
日
の
指
定
す
る

日　

▼
合
格
発
表
＝ 

平
成
19
年
２
月
20
日

（
火
） 

▼
入
隊
時
期
＝
平
成
19
年
４
月
上
旬

▼
初
任
給
＝
15
万
２
０
０
円
（
ボ
ー
ナ
ス
年

４
・
４
５
ヶ
月
分
）

【
２
等
陸
海
空
士
】

▼
受
付
期
間
＝
年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け

▼
応
募
資
格
＝
昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人　

▼

試
験
期
日
＝
11
月
、
12
月
、
平
成
19
年
１
月

の
指
定
す
る
日　

▼
合
格
発
表
＝
各
試
験

日
ご
と
に
発
表　

▼
入
隊
時
期
＝
平
成
19

年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬　

▼
初
任
給
＝

15
万
７
千
５
０
０
円
（
学
歴
、
経
歴
な
ど
に

よ
り
増
額
、
各
種
手
当
て
有
り
、
ボ
ー
ナ
ス

年
４
・
４
５
ヶ
月
分
）　　

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
筑
西
地
域
事
務
所

　

TEL
　

22
　

７
２
３
９

▼
実
施
日
＝
11
月
11
日
、
18
日
、
25
日
、 

12
月
２
日
、
９
日
の
土
曜
日
全
５
回　

午
前

９
時
〜
午
後
４
時　

▼
対
象
者
＝
エ
ク
セ
ル

の
基
本
的
操
作
が
で
き
る
人　

▼
受
講
料
＝

訓
練
協
会
員
１
０
，
０
０
０
円　

訓
練
協
会

員
以
外
１
２
，
０
０
０
円
（
い
ず
れ
も
テ
キ

ス
ト
代
別
）　

▼
募
集
期
間
＝
10
月
20
日
（
金
）

〜
31
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

▼
開
催
場
所
＝
筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
桜
川
市
下
泉
６
２
５

−

１
）　

▼
募
集
人
員
＝

先
着
22
人

■
問
い
合
わ
せ
及
・
申
し
込
み

　

筑
西
高
等
技
能
専
門
学
院
（
筑
西
地
域
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
）

　

ＴＥＬ
０
２
９
６

７
５

１
２
５
４

▼
日
時
＝
10
月
７
日
（
土
）
〜
８
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
筑
西
市

柴
山
神
明
神
宮
西
南　

▼
持
参
物
＝
剪
定
ハ

サ
ミ
、
植
木
ハ
サ
ミ
な
ど
、
軍
手
、
長
靴
、

他　

▼
費
用
＝
紐
１
本
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ 　

報
徳
壹
圓
塾　

　

鉄
砲
塚　

TEL
　

22
　

３
５
０
０

　

大
和
田　

TEL
　

24
　

５
９
２
６

第
２
回
筑
西
市
民
下
館
支
部

ゴ
ル
フ
大
会

筑
西
市
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

て
ぶ
く
ろ
人
形
を
つ
く
ろ
う

第
12
回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
小
田

原
大
会
参
加
者
募
集

自
衛
官
募
集

Excel

で
学
ぶM

acro

・VBA

入
門
講
座

枝
豆
狩
り
体
験
参
加
者
募
集
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▼
日
程
＝
10
月
24
日
（
火
）
〜
平
成
19
年
３

月
27
日
（
火
）
毎
週
火
曜
日
・
全
20
回　

▼

時
間
＝
午
後
７
時
〜
８
時
30
分　

▼
場
所
＝

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
テ
リ

オ
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
教
科
書
代
は
自

己
負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
17
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分
に
し
も
だ
て
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
国
際
交
流
友
の
会

　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

　

永
盛　

TEL
　

24
　

３
６
７
１

▼
期
日
＝
10
月
22
日
（
日
）　

▼
集
合
場
所

＝
関
城
体
育
館
駐
車
場
午
前
５
時
20
分　

道

の
駅
『
二
の
宮
』
午
前
５
時
50
分　

▼
コ
ー

ス
＝
①
…
鎌
沼
自
然
探
求
路
（
６
㎞
）
②
…

コ
ー
ス
①
と
一
切
径
山
（
８・５
㎞
）
▼
参
加
費

＝
６
，
０
０
０
円　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
30
人

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
・
年
齢
・
性
別
を

　

明
記
の
う
え
、
左
記
事
務
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　

た
は
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

関
城
ウ
ォ
ー
ク
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

〒
３
０
８

−

０
１
１
２

　

筑
西
市
藤
ヶ
谷　

１
１
５
８

−

２

　

鳥
生
厚
夫　

TEL
　

・

・
ＦＡＸ
　

・

20
　

３
３
８
６

▼
日
時
＝
10
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午

後
２
時　

※
雨
天
時
は
29
日
（
日
）
に
順
延

▼
場
所
＝
川
島
駅
前
通
り　

▼
申
込
締
切
＝

10
月
21
日
（
土
）　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

萩
原　

TEL
　

28
　

１
９
１
９

　

10
月
16
日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）
は
『
秋

の
行
政
相
談
週
間
』
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
法
律
に

基
づ
い
て
、
民
間
有
識
者
の
中
か
ら
委
嘱
し

ま
す
。皆
様
の
相
談
相
手
と
し
て
、行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手

続
き
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す

る
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
①
10
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時　

茨
城
銀
行
下
館
支
店　

②
10
月

19
日
（
木
）、
11
月
21
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

常
陽
銀
行
下
館
支
店

■
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
銀
行
下
館
支
店　

TEL
　

22
　

５
２
４
６

　

常
陽
銀
行
下
館
支
店　

TEL
　

22
　

３
１
３
１

【
善
意
銀
行
】　

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

ゆ
う
き
動
物
病
院
様　

５
，
０
０
０
円
／
関

城
職
工
組
合
様　

１
３
，
６
０
０
円
／
Ｒ
商
会

様　

ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、

ア
リ
バ
イ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
／
竹
内
喜
美
様

（
舟
生
）　

車
椅
子
１
台
、
便
座
補
助
１
台
、

麦
茶
段
ボ
ー
ル
２
箱
／
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
生
命

保
険
㈱
様　

文
庫
本
／
関
戸
ヨ
シ
様
（
富
士

見
町
）　

タ
オ
ル
／
か
す
た
む
蘭
様
（
東
海

村
）
車
椅
子
１
台　

▼
こ
と
ぶ
き
荘
老
人

ホ
ー
ム
へ
＝
古
奈
陽
様
（
桜
町
）
米
10
㎏

▼
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
＝
グ
ラ

ン
ド
麗
都
駅
前
様　

お
菓
子
段
ボ
ー
ル
１
箱

／
麗
都
商
事
㈱
様
（
西
谷
貝
）  

お
菓
子
段

ボ
ー
ル
５
箱

　

医
療
の
進
歩
や
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
看
護
の
重
要
性
が
増
し
て
お
り
、
病
院

や
訪
問
看
護
な
ど
に
従
事
す
る
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
の
需
要
が
急
激

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
潜
在
看
護
職
員
の
人
に
一
人

で
も
多
く
就
業
し
て
も
ら
う
た
め
、
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
就
職
相

談
や
職
業
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
い

た
だ
く
と
年
４
回
、
求
人
情
報
を
送
付
し
ま

す
。
現
在
、
未
就
業
や
定
年
退
職
予
定
の
看

護
職
の
人
に
将
来
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
は

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

社
団
法
人
茨
城
県
看
護
協
会
・
茨
城
県

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

ＴＥＬ
０
２
９

２
２
５

８
５
７
２

連　絡
問い合わせ

広報広聴課広聴係
ＴＥＬ 24-2111
内線 314

申し込み

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

10 月 16 日（月）
午前９時〜電話予約

（先着 8 人）

相談員

（ 人権擁護委員）    
加 藤 清 位
水 柿 修 成

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

弁 護 士 

相談会場

市民会館
１階会議室

相談日時

10 月 26 日（木）
午後１時〜３時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

＊人権・行政・法律相談に応じます  ＊費用＝無料　＊対象＝市内在住の人
□人権相談　　子ども（いじめや体罰）・女性（ＤＶ・セクハラ）・高齢者・障害者に対する
　　　　　　　人権問題や、夫婦・家庭内の問題、近隣トラブルなどの相談
□行政相談　　国・県・市町村の行政サービスに関する苦情やご意見などを伺います。
□法律相談　　金銭貸借・土地の境界・遺産相続・家庭問題など解決策を助言します。

木造住宅簡易耐震診断相談
　　過去の地震で比較的古い木造住宅が数多く
倒壊し、多数の人が犠牲となりました。いつ
起こるかわからない地震に備えて建物が安全
かどうか、専門家（相談員）が会場で相談に
応じます。一緒に確認してみましょう。

▼受付＝随時募集　 ▼日時＝申込受付け後、
開催日などを後日連絡します。 ▼場所＝本
庁舎エントランスホール　 ▼相談員＝（社）
茨城県建築士会筑西支部 ▼相談内容＝わが
家の耐震診断（問診表）による相談　※申
込受付後、事前に現地で簡易的な予備調査
を行います。 ▼費用＝無料
■問い合わせ・申し込み 
　　建築課建築係　TEL 20-1177

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

第
13
回
か
わ
し
ま
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
展
者
募
集

秋
の
浄
土
平
湿
原
ウ
ォ
ー
ク
参
加

者
募
集

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
を

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

受
講
生
募
集

年
金
相
談



Information

19

▼
対
象
＝
65
歳
以
上
の
人　

受
診
券
（
ハ
ガ

キ
）
を
郵
送
し
ま
す
。
※
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
（
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
程
度
が
必
要
）
▼
期
間
＝

10
月
１
日（
日
）〜
平
成
19
年
１
月
31
日（
水
）

▼
費
用
＝
公
費
負
担
３
，
０
０
０
円

※
接
種
料
金
が
３
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場

合
の
差
額
お
よ
び
予
診
の
み
の
場
合
は
、
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。　

▼
持
参
物
＝
受
診

券
、
健
康
保
険
証　

▼
接
種
場
所
＝
左
表
の

と
お
り　

▼
申
し
込
み
＝
医
療
機
関
・
施
設

へ
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
無
い

医
療
機
関
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。地
区
の
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
推
進
課　
　
　
　

TEL
　

24
　

２
２
６
７

　

下
館
保
健
セ
ン
タ
ー　

TEL
　

24
　

２
２
６
６

　

関
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

TEL
　

37
　

６
０
４
４

　

明
野
保
健
セ
ン
タ
ー　

TEL
　

52
　

５
２
５
２

　

協
和
保
健
セ
ン
タ
ー　

TEL
　

57
　

９
１
３
１

【市　内】

【市外広域】

▼
日
時
＝
10
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分　

▼
場
所
＝
古
河
市
福
祉
の
森

会
館
２
階
研
修
室　

▼
内
容
＝
講
演
会
、
相

談
、
装
具
の
展
示
、
説
明　
　

▼
参
加
費
＝

１
，
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）　

▼
申
込

期
限
＝
10
月
25
日
（
水
）　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部
西
部

　

地
区
セ
ン
タ
ー
総
務

　

鈴
木　

 

TEL
０
２
８
０

７
６

６
５
１
１

▼
日
時
＝
①
10
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分　

協
和
総
合
セ
ン
タ
ー　

②

10
月
31
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
正
午　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

筑
西
市
役
所　
　

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
推
進
課　

TEL
　

24
　

２
２
６
７

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

９
月
15
日
発
行
、
広
報
筑
西
ピ
ー
プ
ル
第
36
号

の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。『
正
』
第
２
回
筑
西
市
文
化
祭
＝

イ
ル
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
（
明
野
公
民
館
）
小
中
学
校

音
楽
会
開
催
日
＝
11
月
17
日
（
金
）

医療機関名 住所 電話番号 医療機関名 住所 電話番号

下　
　
　
　

館　
　
　
　

地　
　
　
　

区

新井内科医院 西町 22-2618

下　

館　

地　

区

野中医院 野殿 25-0155
下館病院 野殿 22-7558 延島診療所 大町 22-2916
遠藤産婦人科医院 中舘 20-1000 はんがいクリニック 二木成 22-0123
大田医院 西方 22-3914 平間産婦人科医院 大町 22-3741
大圃クリニック 稲荷町 21-0123 ひろせ内科クリニック 下中山 25-5655
おにさわ小児科 玉戸 28-8611 堀井クリニック内科・歯科 二木成 25-0555
奥沢耳鼻咽喉科医院 西町 22-2243 宮田病院 鷹場町 22-2440
加納内科胃腸科 岡芹 24-7365 八島医院 稲野辺 22-3361
上牧小児科医院 樋口 24-5661

関 

城 

地 

区

飯田医院 木戸 37-6745
上牧整形外科医院 本城町 22-4081 大圃病院 木戸 37-3101
かわしま内科クリニック 伊佐山 26-7300 川上医院 舟生 37-2460
ごとうクリニック 西谷貝 23-3215 関城中央医院 関本下 37-7700
おばやし診療所 小林 25-5712 濱名医院 関本上 37-6920
さいとう整形外科 菅谷 20-1800 山口医院 木戸 37-3777
さとうクリニック 根岸町 20-0310

明　

野　

地　

区

明野中央医院 海老ヶ島 52-2516
三岳荘小松崎病院 中舘 24-2331 かくらいクリニック 松原 52-6711
下館胃腸科病院 二木成 24-8864 幸坂内科クリニック 松原 52-6333
下館堀内皮膚科医院 南町 25-5877 原田医院 村田 52-0057
しもだて中央クリニック 下中山 22-6868 秀村医院 寺上野 52-0077
産科婦人科篠崎医院 西町 25-0505 松岡整形外科 中上野 52-0068
しもだてメディカルポート 下岡崎 21-1800 横瀬医院 海老ヶ島 52-0027
鈴木耳鼻咽喉科 二木成 25-4332

協　

和　

地　

区

池田整形外科 横塚 57-2555
すわクリニック 本城町 22-2069 海老沢医院 門井 57-2008
瀬端耳鼻咽喉科医院 東町 25-3387 落合医院 小栗 57-3011
田中医院 末広町 22-2606 協和中央病院 門井 57-6131
玉野医院 下川島 28-0801 さんごうクリニック 三郷 57-5500
筑西市民病院 玉戸 28-2261 仙波医院 新治 57-2013
つくばクリニック 玉戸 28-1001 にいはり診療所 門井 57-7700
直江胃腸科医院 稲荷町 22-3081 塙医院 桑山 57-3361
直江婦人科医院 鷹場町 22-7183

医療機関名 住所 電話番号 医療機関名 住所 電話番号

結
城
市

栗原胃腸科医院 結城 32-2727 つ
く
ば
市

筑波総合クリニック 要 029-877-1221

城西病院 結城 33-2111 飯田医院 沼田 029-866-0025

結城病院 結城 33-4161 古河市 美優クリニック 大和田 0280-75-2008
下
妻
市

中山医院 中郷 43-2512

桜
川
市

阿部田医院 亀熊 0296-55-0305

平間病院 江 43-5100 千勝医院 本木 0296-58-5010

つ
く
ば
市

筑波中央病院 北条 029-867-1211 県西総合病院 鍬田 0296-75-3171

つくば市立病院 北条 029-867-1196 大和クリニック 大国玉 0296-58-7788

酒寄医院 国松 029-866-0106 上の原病院 上野原 0296-75-3128

広瀬クリニック 国松 029-866-0129 延島病院 東飯田 0296-58-5058

いちはら病院 大曽根 029-864-0303 田崎内科医院 田 0296-55-2511

木村クリニック 作谷 029-869-1211

【県　外】
医療機関名 住所 電話番号

二
宮
町

いとう医院 高田 0285-75-0100

吉田整形外科内科 久下田 0285-74-3380

日向野医院 久下田西 0285-74-0500

さくら脳神経クリニック 久下田 0285-74-5500

飯野医院 長沼 0285-74-0290

二宮胃腸科医院 久下田西 0285-74-3711

二宮中央クリニック 久下田 0285-74-5511

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

愛
の
献
血



発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 0296 -24 -2111

広
報

筑
西

 ピ
ー

プ
ル

N
o.37
平
成
18
年
10
月
1
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

　

ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い

た
中な
か
の
ま
も
る

野
衛
さ
ん
に
、
ベ
ン
チ
プ
レ

ス
の
魅
力
を
聞
い
た
。「
目
標
だ
っ

た
重
量
が
上
が
る
、
記
録
が
出
る
、

そ
し
て
試
合
に
勝
つ
、
そ
の
時
々

の
達
成
感
が
最
大
の
魅
力
で
す
」

限
界
へ
の
追
求
を
止
め
な
い
中
野

さ
ん
の
顔
は
輝
い
て
い
た
。　
（
ま
）

辻
村
寿
三
郎
人
形
展

辻
村
寿
三
郎
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
連
続
人
形
劇
「
新
八
犬
伝
」
や

「
真
田
十
勇
士
」
で
知
ら
れ
る
人
形
作
家
で
す
。
そ
の
独
自
の
感
性
に
よ
り

創
作
さ
れ
た
優
美
で
艶
や
か
な
人
形
た
ち
の
華
麗
な
饗
宴
を
堪
能
し
て
い

た
だ
け
る
展
覧
会
を
、
約
１
０
０
点
の
作
品
に
よ
っ
て
開
催
し
ま
す
。

薬師如来（2001年）

モルガンお雪（2003年） 十二星座・蟹座（1991年）

【休館日】毎週月曜日／祝日の場合は翌日

10月７日～土 11月26日日

しもだて美術館 主催／しもだて美術館・筑西市・筑西市教育委員会
協力／アトリエジュサブロー・協同組合日専連しもだて

　人形師、舞台、映画などの衣装デザイン、演出、脚
本、アートディレクターなど多岐にわたり活躍。1933
年 11 月、旧満州、錦州省朝陽に生まれる。少年時代を
大陸ですごし、終戦の１年前の昭和 19 年に広島に引き
揚げ、広島県三次市で終戦を迎える。
　22 歳、母の死をきっかけに上京、前進座の河原崎国
太郎氏の紹介で小道具制作の会社に就職、26 歳で独立、
幼い頃よりの趣味であった創作人形を一生の仕事と決
意、1974 年 NHK 総合テレビ「新八犬伝」の人形美術
を担当、一躍脚光を浴びる。その後数々の創作人形の発
表、人形芝居の上演、舞台衣装のデザインなど、精力
的な活動は人形の世界にとどまらず、総合的なアーティ
ストとして各方面より大きな注目を集めている。

■ 辻村寿三郎（つじむらじゅさぶろう）

【開館時間】10:00 ～ 18:00（入館は 17:30 まで）

【入場料】板谷波山記念館との共通
☆大人（大学生以上）500 円
☆高校生以下無料
☆団体（10名様以上）400 円

■辻村寿三郎サイン会とワークショップ
11月 11 日（土）サイン会① 13:30 ② 15:00
11 月 12 日（日）ワークショップ 10:00・サイン会 13:00

編

集

後

記

人口＝男 55,276 人　女 56,423 人　計 111,699 人　世帯数＝ 34,766 世帯（平成 18 年９月１日現在・常住人口）

　

筑
西
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

た
、
市
誕
生
１
周
年
記
念
事
業
『
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
』。
約
１
分
間
だ
け

流
れ
た
市
紹
介
映
像
は
、
事
前
調
査

や
撮
影
、
編
集
な
ど
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス

タ
ッ
フ
が
時
間
を
か
け
て
完
成
さ
せ

た
も
の
で
す
。
映
像
づ
く
り
の
大
変

さ
を
実
感
す
る
取
材
で
し
た
。（
∞
）

　

病
気
に
な
っ
て
健
康
の
有
り
難
さ

に
気
づ
く
よ
う
に
、
健
常
者
は
障
害

者
の
苦
労
や
心
の
痛
み
が
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
い
。
障
害
者
自
立
支
援

法
が
新
し
い
制
度
に
移
行
し
た
。
内

容
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
障
害

者
の
視
点
に
立
て
る
健
常
者
の
意
識

の
改
革
が
一
番
必
要
で
あ
る 

。　
（
も
）

切花や鉢植としてなじみの深いガーベ
ラ（キク科）。発見者のドイツ人自然
科学者ゲルバーが、その名の由来です。

アルテリオ３階 ℡ 23-1601
http://www.city.chikusei.lg.jp/museum/
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